
平成 23年度 自己評価および学校関係者評価書 
平成 24 年 3 月 5 日 

別海町立中西別中学校 

 
１ 本年度の重点目標 

「郷土を愛し、誠実に行動する生徒」 

①郷土の特色を理解し、そのよさを認め、地域の一員であることを意識する態度

を育てる。 

②自らの役割を自覚し、何事にも誠意を持って粘り強く取り組む意欲を持たせる。 

 

２ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

評価項目 
自己評価 

関係者評価 
 評価の理由 

【教育課程全般】 

・３つの「響き」を大切にし、生

徒が自ら挑戦し、よさが見え、

伸長・発揮されるような特色あ

る教育活動を展開する 

達成 

状況 

・学校アンケートの結果から、本校

の教育活動は全般的に肯定的に評

価されていると判断できる。 

・合唱活動や「私たちの宣言」を活

かした教育活動を意識的に進める

ことができた。 

自己評価 

の適切さ 

A A 

＜改善の方策＞ 

・合唱活動や総合的な学習の時間での活動を通して、生徒間はもとより外部の

人たちとも様々な形で「響き合える」教育活動を今後も積極的に進めていく。 

・生徒の「積極性」「社交性」については、学校活動全般を通して意識的にそ

の伸長を図る。 

改善策 

の適切さ 

A 

＜学校関係者評価者による意見＞ 

・「積極性」「社交性」については、子ども一人一人の特性も関わってくる。その子の持ち

味を見極め、焦らずじっくりと取り組んでいって欲しい。 

評価項目 
自己評価 

関係者評価 
 評価の理由 

【学習指導】 

・楽しく思考しながら、自らが基

礎・基本の学習へ強い意志を持

って、個が確かに学ぶ学習を推

進する 

達成 

状況 

・「関わり援助シート」を活用し、

個に応じた指導ができた。 

・全国学力調査では、全教科で全国

平均を上回った。 

・生徒による授業評価を取り入れ授

業改善に努めた。 

・「わかる授業」への努力を求める

生徒・保護者の声は高く、教師自

身もより一層のレベルアップが必

要だと感じている。 

自己評価 

の適切さ 

B A 

＜改善の方策＞ 

・生徒による授業評価を本格的に実施し、授業改善を今以上に進めていく。 

・すべての学習活動の基礎として「言語活動の充実」を位置づけ、学校全体で

研修を深めていく。 

・家庭学習の改善に向けて、教師側から今まで以上に指導をしていく。 

・一人一人のニーズにあった特別支援教育の充実を進める。 

改善策 

の適切さ 

A 

＜学校関係者評価者による意見＞ 

・学習面については教職員の努力もあり、十分な成果が上げられている。 



評価項目 
自己評価 

関係者評価 
 評価の理由 

【生徒指導】 

・一人一人の生徒を大切にし、落

ち着いて誠実な行動ができる生

徒の育成をする 

達成 

状況 

・昼休みに生徒と教師が一緒に活動

する時間を多くした。 

・傾聴型の教育相談を設けたが、学

校アンケートで「生徒理解」につ

いて生徒から課題が挙げられた。 

自己評価 

の適切さ 

B A 

＜改善の方策＞ 

・「関わり援助シート」を活用した生徒理解に努める。 

・傾聴型の教育相談の機会を増やしていく。 

改善策 

の適切さ 

A 

＜学校関係者評価者による意見＞ 

・これからも、様々な角度から子どもたちのことを見守っていって欲しい。 

評価項目 
自己評価 

関係者評価 
 評価の理由 

【保健安全教育】 

・強い意志で体力の向上と健全育

成をめざす開かれた教育活動を

推進する。 

達成 

状況 

・委員会活動を通して食育の充実に

努めた。 

・危機管理マニュアル改訂版作成。 

・部活動では、地域の応援のもと、

全道レベルの活躍があった。 

自己評価 

の適切さ 

A A 

＜改善の方策＞ 

・地域や保護者と連携した健康安全教育の充実を図る。 

改善策 

の適切さ 

A 

＜学校関係者評価者による意見＞ 

・特になし。 

評価項目 
自己評価 

関係者評価 
 評価の理由 

【地域連携】 

・地域や幼小と連携し、健やかな

生徒の育つ教育環境を推進する 

達成 

状況 

・地域行事との連携はよく図られて

いた。 

・中西別地区学校関係者評価委員会

を設立し連携強化を図った。 

自己評価 

の適切さ 

A A 

＜改善の方策＞ 

・中西別地区学校関係者評価委員会と幼小中管理職交流のより一層の充実を目

指す。 

・学校図書室を地域に開放し、日常的に教育活動を参観してもらう。 

改善策 

の適切さ 

A 

＜学校関係者評価者による意見＞ 

・地域との連携はスムーズだった。もっと多くの人を巻き込んでいって欲しい。 

評価項目 
自己評価 

関係者評価 
 評価の理由 

【職員研修】 

・豊かな発想で意欲的な研修を推

進し、時代の要請に応える教師

の力量を高め、生徒に感化する

実践的な研究を企画・推進する 

達成 

状況 

・全員が授業を公開する本校の研究

会は高く評価されている。 

・教育研究所と連携し、KJ 法を活

用した新しい研修に取り組み、一

定の成果を上げることができた。 

自己評価 

の適切さ 

A A 

＜改善の方策＞ 

・現在の研修の仕組みを今後も継承していく。 

改善策 

の適切さ 

A 

＜学校関係者評価者による意見＞ 

・特になし。 

 


